
�．問題
１．近年の若者のコミュニケーション手段

について

現在、スマートフォンの普及により、若

者のコミュニケーション手段としてSNSが

多く用いられている。総務省情報通信政策

研究所（２０１８）によるスマートフォン利用

率の調査において、生徒または学生である

年齢が多い１０代２０代に注目すると、１０代で

は８５．６％、２０代では９６．８％と非常に高いこ
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要 旨

本研究は、女子大学生において、LINE利用時の行動及び孤独感が、友人関係に及ぼす

影響について検討することを目的とした。女子大学生１６４名を調査対象者とし、質問紙調

査を行った。質問紙は「LINE利用時の行動尺度」「改訂UCLA孤独感尺度」「友人関係尺

度」で構成された。「LINE利用時の行動尺度」は、第１因子「一般的積極利用」、第２因

子「自己アピール」、第３因子「敏感即応」、第４因子「スルースキル」、第５因子「表現

法配慮」の５つの下位尺度から構成されている。「友人関係尺度」は、第１因子「表面的

―内面的関係」、第２因子「群れ」、第３因子「気遣い」の３つの下位尺度から構成されて

いる。改訂UCLA孤独感尺度は単一次元尺度であることが諸井（１９９１）で示されている。

独立変数をLINE利用時の行動尺度の下位尺度及び孤独感尺度、従属変数を友人関係尺度

の下位尺度とし、それぞれ重回帰分析を行った。その結果、孤独感が友人関係に０．１％水

準で有意に負の影響を与えていることが明らかとなった。LINE利用時の行動において、

おおよそ有意な結果は得られなかった。また、LINEの利用頻度別における孤独感と友人

関係の得点差について、一要因の分散分析を行った。いずれの場合も有意な差は得られな

かった。LINE利用時の行動が友人関係に孤独感ほど影響を及ぼしていないのではないか

という事を考察した。
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とが報告されている。また、ソーシャル・

ネット・ワーキング・サービス（以下SNS）

の利用率に注目すると、１０代・２０代ともに

最も利用しているものがLINEであった。

SNSの利用率は、１０代で８６．３％、２０代では

９５．８％であった（総務省情報通信政策研究

所，２０１８）。これらのことから、学生を含

む若者において、SNSは欠かせないものに

なってきていることがわかる。

「LINE」とは、主にスマートフォンでの

手軽な操作により、無料でテキストチャッ

トや通話が可能となるアプリケーションの

一つである。２０１１年に提供が開始された。

従来若者の間のコミュニケーションツール

として携帯電話のEメール機能が用いられ

てきた。Eメール機能とLINEの違いとし

て、LINEはやりとりの同期性が高く、既

読機能を持つという点である。既読機能と

は、送信したメッセージを相手が読むと

「既読」という文字が表示される機能であ

る。また、多種多様なキャラクターのイラ

ストを用いて感情を表現する「スタンプ」

も若い世代の中でLINEが急速に広まった

要因として指摘されている（吉田，２０１５）。

２．孤独感について

孤独感は青年期の特徴的かつ代表的な生

活感情である。この時期に直面する発達課

題は「自分さがし」であることから、日常

生活の様々な場面で「自分が一人であるこ

と」を感じる瞬間は少なくない（清水・清

水・川邊，２０１５）。

Peplau&Perlman（１９７９）は、孤独感に

ついて、「個人が現実に経験している社会

的関係が、当人がもちたいと望んでいる関

係と比べて、下まわったり、不満であると

認知されるときに生じる不快な感情」と定

義している。つまり、青年を取り巻く様々

な人間関係において、現実水準が理想水準

に追いつかないことで孤独感が生起するこ

とを示したものである。小塩（２００４）は、

特に青年期において自分の自信や優越感と

いった自己の肯定感を何とか維持したいと

いう自己愛傾向が高まる時期であると述べ

た。これに関して清水・清水・川邊（２０１５）

は、理想水準は無意図的に高いレベルに設

定され、一方、現実水準は実際よりも低く

見積もられる可能性があるとした。また、

落合（１９８２）は、孤独感を「自分（または

人間）が孤独（ひとり）だと感じること」

だと述べている。青年期の孤独感について

は、心理的規定因によるものが多くみられ

たと報告している。

３．友人関係について

落合・佐藤（１９９６）では、青年期におけ

る友達とのつきあい方について、中学生・

高校生・大学生を対象に調査を行ってい

る。その結果、青年期のはじめには浅く広

くかかわるつきあい方がみられたが、年齢

が増すにつれて深く狭くかかわるつきあい

方になっていくことが指摘されていた。

また、青年期は、親や大人との結びつき

が相対的に弱化していくことに対し、同年

代の友人との関係性は強化していく。その

中で自己存在の証明を補完しつつ、“自分

らしさ”を模索していくのである。これ

は、青年期において重要な主題であり、こ

の関係性のスムーズな移行が青年たちの精

神健康に大きな意味を持つとされている

（清水・清水・川邊，２０１５）。
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�．目的
本研究の目的は、女子大学生を対象と

し、青年期と密接な関係にある孤独感及

び、日々のコミュニケーションツールであ

るLINE利用時の行動が友人関係に及ぼす

影響について調査することである。また、

仮説は以下のとおりである。

仮説１．LINE利用時の行動が多いと友

人関係に正の影響を及ぼす。

仮説２．孤独感が高いほど友人関係に負

の影響を及ぼす。

仮説３．LINE利用頻度が高いほど、孤

独感が低い。

仮説４．LINE利用頻度が高い人ほど、

友人関係が円滑である。

�．方法
１．調査対象

関東圏内のX女子大学に在籍している１

年～４年生（合計１６４名、平均年齢１９．６０

歳、SD：０．８５歳）。

２．調査時期

２０１９年５月下旬

３．調査内容

質問内容はフェイスシート、改訂UCLA

孤独感尺度、LINE利用時の行動尺度、友

人関係尺度の計４つである。調査に対する

同意に関しては、質問紙に本研究の趣旨と

同意について説明した文書を添付し、質問

表１ 改訂UCLA孤独感尺度下位項目
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紙の提出をもって研究への同意とし

た。いずれも無記名で行った。

１）フェイスシート

学年・年齢・性別・学部・LINE

利用頻度の記入を求めた。LINE利

用頻度に関しては、�四六時中、�
通知に気づいたとき、�１日に１回
ぐらい�放置している�まったく利
用していない 以上の５項目から回

答を求めた。

２）改訂UCLA孤独感尺度

Russel, Peplau, & Cutrona（１９８０）

による改訂UCLA孤独感尺度の翻訳

版（諸井，１９９１）を用いた。計２０項

目で構成されている。質問項目を表

１に示す。本尺度は、単一次元尺度

であることが報告されており、信頼

性はα＝．８０以上である。

３）LINE利用時の行動尺度

高橋・伊藤（２０１６）が、伊藤（２０１４）

が実施したSNSでの対人行動やSNS

のコミュニケーションの仕方に関す

る半構造化面接調査の結果をもとに

作成したものである。TwitterとLINE

で項目を対応づける形で４６項目が作

成された。その４６項目に対して、因

子分析を実施し、５個の因子構造を

採用している。第１因子「一般的積

極利用」、第２因子「自己アピール」、

第３因子「敏感即応」、第４因子「ス

ルースキル」、第５因子「表現法配

慮」の５つの下位尺度から構成され

ている。本尺度における信頼性・妥

当性はともに検討されていない。本

研究ではLINE利用時の行動尺度の

み用いる。質問項目を表２に示す。

表２ LINE利用時の行動尺度下位項目
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４）友人関係尺度

岡田（２０１０）による友人関係尺度を用い

た。第１因子「表面的―内面的関係」、第

２因子「群れ」、第３因子「気遣い」の３

つの下位尺度なり、計１５項目で構成されて

いる。項目は表３に示す。信頼性は、第１

因子α＝．８４、第２因子α＝．７６、第３因子α

＝．５７であった。妥当性に関しては検討さ

れていない。

�．結果
１．LINE利用時の行動及び孤独感と友人

関係の因果関係

独立変数をLINE利用時の行動尺度の下

位尺度及び孤独感尺度、従属変数を友人関

係尺度の下位尺度とし、重回帰分析を行っ

た。重回帰分析の結果は以下の通りであ

る。

１）LINE利用時の行動尺度の下位尺度・

孤独感尺度と「表面的―内面的関係」因

子の重回帰分析の結果（表４）

決定係数は．２４９であり、０．１％水準で有

意な値であった（F（６，１３７）＝７．５５５，p＜

．００１）。孤独感の標準偏回帰係数は―．３６０で

０．１％水準で有意であった。それ以外は有

意でなかった。パス図は図１に示した。

２）LINE利用時の行動尺度の下位尺度・

孤独感尺度と「群れ」因子の重回帰分析

の結果（表５）

決定係数は．３４１であり、０．１％水準で有

意な値であった（F（６，１３６）＝１１．７１５，p＜

表３ 友人関係尺度下位項目
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．００１）。孤独感の標準偏回帰係数は―．４９３で

０．１％水準で有意であった。それ以外は有

意でなかった。パス図は図２に示した。

３）LINE利用時の行動尺度の下位尺度・

孤独感尺度と「気遣い」因子の重回帰分

析の結果（表６）

決定係数は．２０４であり、０．１％水準で有

意な値であった（F（６，１３７）＝５．８４１，p＜

．００１）。孤独感の標準偏回帰係数―．３６４は、

０．１％水準で有意であった。表現法配慮の

標準偏回帰係数．２２３は１％水準で有意であ

った。それ以外は有意でなかった。パス図

は図３に示した。

表４ LINE利用時の行動及び孤独感と表面的ー内面的関係の重回帰分析

図１ LINE利用時の行動及び孤独感と表面的―内面的関係のパス図
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以上の結果から仮説１は支持されなかっ

たが、仮説２は支持された。

３．一要因の分散分析結果

１）LINEの利用頻度と孤独感について、

一要因の分散分析結果（表７）

LINEの利用頻度における孤独感平均を

比較するため、一要因の分散分析を行った

が、有意ではなかった。

２）LINEの利用頻度と友人関係の差の検

討

LINEの利用頻度の違いによる友人関係

の差を検討するため、独立変数をLINE利

表５ LINE利用時の行動及び孤独感と群れの重回帰分析

図２ LINE利用時の行動及び孤独感と群れのパス図
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表６ LINE利用時の行動及び孤独感と気遣いの重回帰分析

図３ LINE利用時の行動及び孤独感と気遣いのパス図

表７ LINE利用頻度の違いにおける孤独感の一要因の分散分析結果
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用頻度、友人関係尺度を従属変数とし、一

要因の分散分析を行った結果を示す（表

８）。

友人関係尺度のうち「表面的―内面的関

係」下位尺度のみ、５％水準で有意に４つ

の条件群に差があることが明らかとなった

（F（３，１５５）＝２．８３５，p＜．０５）。よって、多

重比較を行ったが、有意な結果は得られな

かった。「群れ」と「気遣い」において、

有意差は見られなかった。

以上の結果より、仮説３と仮説４は支持

されなかった。

�．考察と今後の課題
本研究は、孤独感及びLINE利用時の行

動が友人関係に及ぼす影響について検討し

たものである。これは、近年の若者のコミ

ュニケーション手段がLINEになってきて

いることに加え、青年期の特徴的な感情の

一つである孤独感が、友人関係に影響を及

ぼすのではないかという問題意識に基づく

ものである。

重回帰分析の結果では、LINE利用時の

行動が友人関係にほとんど有意な影響を及

ぼしていなかった。唯一、「表現法配慮」

が友人関係の「気遣い」に１％水準で有意

な正のパス図が確認された。また、LINE

利用頻度と孤独感、友人関係においても有

意な差は認められなかった。有意でなかっ

たことを拡大解釈することは厳に、慎まな

ければならないことである。しかし、あえ

て言及するならば、LINE利用時の行動が

友人関係に孤独感ほど影響を及ぼしていな

いのではないかと考える。酒井（２０２０）

は、大学生のスマートフォン使用の実態に

ついて調査を行っている。そこで、大学生

の友人との連絡手段について「LINE」が

１００％の結果であった。また、都築ら

（２０１７）は、LINEやTwitterの利用目的につ

いても調査していた。LINEの利用目的に

関する記述で頻出した語について、「連

絡」が最も多く、次いで「友達」「手段」

であったと述べられていた（表９）。以上

より、大学生において、LINEの利用目的

は連絡が突出しているようである。あくま

でLINEは連絡の手段であるため、深い友

人関係への影響が少ないのではないかと考

える。上述したように、重回帰分析におい

て、「表現法配慮」が唯一有意なパス図が

得られた。しかし、それを構成する質問項

目を見てみると、「連続投稿を避ける」、

「長文にならないようにする」、「本音を投

稿しない」となっている。これらは、社会

的儀礼上の配慮を意味するものであり、深

い友人関係に必須となる行動とは異なると

考えられる。この点からも、あくまでLINE

は連絡手段であるため、深い友人関係への

影響が少ないのではないかと考える。

表８ LINE利用頻度の違いにおける友人関係の一要因の分散分析結果
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表９ 都築ら（２０１７）

本研究における限界点を以下に述べる。

調査対象者は女子大生のみであるため、

LINE利用の行動が友人関係に及ぼす影響

については男子学生を含め、さらに調査し

ていく必要があるだろう。

また、中学生や高校生においてLINEの

利用時の行動と友人関係の関連について検

討していく必要があると考える。吉田

（２０１５）では、LINEの機能や特徴が若い世

代のコミュニケーション上の問題として大

きく取り上げられるようになったと述べら

れている。LINEではメッセージを読むと

既読という文字が表示される機能がある。

そのため、メッセージを読んだにもかかわ

らず返信をしなかったことを理由に嫌がら

せや仲間はずれが始まり、いじめにも発展

しうることが挙げられていた。このことか

らも大学生よりもさらに若い世代にも目を

向け、LINEと友人関係の関係性について

検討していく必要性があるのではないかと

考える。

また、「LINE利用時の行動に関する項目

尺度」に関して、高橋・伊藤（２０１６）は信

頼性・妥当性を検討していない。本研究で

は、その目的に則して、その尺度をそのま

ま使用している。しかしながら、信頼性・

妥当性の検討は重要である。

これらの検討は、全て今後の課題であ

る。
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年情報通信メディアの利用時間と情報

に関する調査報告書〈概要〉

http : / / www. soumu. go. jp / main _

content/000564529.pdf

高橋尚也・伊藤綾花（２０１６）SNS利用にお

ける青年の対人関係特性―Twitterと

LINE利用時の行動に注目した検討―

立正大学心理学研究所紀要１４，３９―５０

都築学・宮崎伸一・村井剛・早川みどり・

永井暁行・飯村周平（２０１７）．大学生

におけるLINEやTwitterの利用目的と

その心理についての研究中央大学保健

体育研究所紀要＝Bulletin of the Insti-

tute of Health and Sports Science,

Chuo University(35), 3―32

吉 田 明 子（２０１５）．ス マ ー ト フ ォ ン

（LINE）がもたらす新しいいじめ 児

童心理６９（１），９６―１０１
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